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令和４年度 後期学校評価 生徒用 集計結果（全校） 
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◎ アンケート集計結果の概要 
 

 （１） 実施時期  １月１０日（火）～１月１９日（木） 

 （２） 回答者数  生徒：２０３名   保護者：１４８名 

 （３） 回 答 率  生徒：８２％    保護者：５９％ 

 （４） 集計結果（平均ポイントにおける上位・下位各７項目） 

※ ４・３・２・１評価で、満点は４点、平均は２．５点です。 
※ ４・３・２・１評価の数値の単位は％です。（小数点以下四捨五入） 

   ① 生 徒 

上位 質問項目 平均ポイント ４評価 ３評価 ２・１評価 

１ 私はネットにつながる端末機を持っている ３．７１ ８４ ９ ７ 

２ 先生は間違った行動を指導してくれる ３．６８ ７３ ２４ ３ 

３ 先生は、公平公正に指導してくれている ３．６５ ６９ ２８ ３ 

４ 先生は丁寧に相談にのってもらえる ３．６５ ６９ ２８ ３ 

５ 私は行事・委員会・係活動に一生懸命 ３．６４ ７０ ２５ ５ 

６ 私は時間を守っている ３．６４ ６８ ２９ ３ 

７ 私はルールやマナーを守っている ３．６３ ６５ ３３ ２ 
 

下位 質問項目 平均ポイント ４評価 ３評価 ２・１評価 

１ 平日のメディア利用時間 １．８６ ９ １２ ７９ 

２ 家庭におけるメディアルールの設定 ２．７６ ４０ ２２ ３８ 

３ 平日の家庭学習時間 ２．８０ ３１ ３１ ３８ 

４ 小学生と活動するのが楽しい ３．０２ ３７ ３７ ２６ 

５ 私は分からない学習内容を質問している ３．１８ ３８ ４５ １７ 

６ 目指す子ども像の認知 ３．２９ ５６ ２６ １８ 

７ 小中一貫教育目標の認知 ３．３６ ６１ ２３ １６ 
 

② 保護者 

上位 質問項目 平均ポイント ４評価 ３評価 ２・１評価 

１ 子どもはネットにつながる端末機を持っている ３．６４ ８０ １１ ９ 

２ 先生は相談に丁寧に対応してくれる ３．４１ ４８ ４７ ５ 

３ 教師からのプラスの声かけ ３．４０ ５２ ４０ ８ 

４ 学校からの情報発信が充実している ３．３３ ４４ ４８ ８ 

５ 子どもは楽しく学校生活を送っている ３．２７ ４５ ４３ １２ 

６ 間違った生徒への適切な指導 ３．２３ ４１ ４７ １２ 

７ 東中は落ち着いた学校である ３．２０ ３４ ５７ ９ 
 

下位 質問項目 平均ポイント ４評価 ３評価 ２・１評価 

１ 子どものスマホなどの利用時間 １．８３ ６ １３ ８１ 

２ 子どもの家庭学習時間 ２．５３ １９ ２７ ５４ 

３ 子どもは地域行事に参加している ２．４４ １２ ４３ ４５ 

４ 家庭におけるメディアルールの設定 ２．６８ １６ ４７ ３７ 

５ 子どもは家で手伝いをしている ２．６５ ２４ ３５ ４１ 

６ 子どもは基本的生活習慣が身についている ２．７０ １９ ４７ ３４ 

７ 子どもは授業が楽しいと言っている ２．６３ １５ ５１ ３４ 

 
３ 



（５） 項目ごとの結果について 
 

肯定評価（４・３の合計）が９０％以上は、 
生徒が ２５問中 １４問、保護者が ２６問中 ７問 であった。 

それが８０％以上となると、 
生徒が １９問、保護者が １６問で、おおむね肯定的な評価が多かった。 
しかし、肯定評価が５０％に満たない項目は、生徒が ３問、保護者が ２問 

であった。いずれも前期に引き続いた課題（スマホ等のメディアの利用時間、家
庭学習時間等）となっており、改善に向けた取り組みが必要となっている。 

 

   【生徒、及び、保護者共通質問項目】   ※ ↘・↗は今年度前期評価との比較 
 

    
共通質問 

生徒 

(Ｒ４前期) 

生徒 

(Ｒ４後期) 

保護者 

(Ｒ４前期) 

保護者 

(Ｒ４後期) 

１ 先生の適切な指導 ３．７５ ３．６８↘ ３．２２ ３．２３→ 

２ 楽しい学校生活 ３．６９ ３．４９↘ ３．２８ ３．２８→ 

３ ルール・マナー ３．７２ ３．６３↘ ３．１１ ２．９１↘ 

４ 先生の公正な判断・評価 ３．６３ ３．６５→ ３．２５ ３．３３↗ 

５ あいさつ ３．４９ ３．４０↘ ３．１０ ２．８６↘ 

６ 
思いやりのある言動 
いじめのない学校づくり 

３．５３ ３．４９→ ３．１４ ３．０６↘ 

７ 
小中一貫教育 よい点・メリ
ットの理解 

３．４４ ３．３９→ ３．１９ ３．０４↘ 

８ 
小中一貫教育 めざす子供
像の理解 

3.27 ３．２９→ ３．１７ ２．８７↘ 

９ 家庭学習時間 ２．39 ２．８０↗ ２．４2 ２．５３↗ 

１０ 小中一貫教育 目標の理解 3.42 ３．３６↗ ３．２４ ２．９５↘ 

1１ スマホなどの利用時間 １．8１ １．８６→ １.90 １．８３↘ 
 
   【その他の質問項目】 ※「５ポイント上昇」とは、「５％上昇」ということです。 
    生 徒 

○  生徒自身の学校生活に関わることや教職員の指導支援について、どの質問に対

しても、肯定的な意見が９割程度となっている。（前期と同様の傾向） 

ただし、前期と比較し、学校生活の楽しさに関して前期が３．６９であったもの

が、後期は３．４９と０．２ポイントであるが低下している（４点満点）。学校生

活に関わる質問全般に対して、前期と変わらない回答、もしくは 0．１ポイント

程度であるが低下している。 

〇 前期と比較して、家庭におけるネットに接続できる環境については、前期３．９

から後期３．７へと低下している。前期から後期の間に、ネット環境がなくなると

は考えにくいため、要因は不明である。  

SNS の利用が、前期 3．３から後期３．５へと０．２ポイント上昇している。前期と

比べ、SNS を利用する生徒が増えてきていると考えられる。また、家庭でのメディアに

関するルールを決めている家庭に関しては、２.８ポイントと低い状況である。家庭におけ

る子どもと共に設定するルールづくりが必要であると考える。 

○  小中一貫教育に関する生徒の自己評価についても、前期との違いは見られなか
った。ただし、前期と同様に、小中一貫教育に関する質問で、最もポイントの低い
のが、小学生との交流に関する質問である。前期同様に３．０ポイント程度であ

４ 



り、小学生との交流の目的やよさを実感させる活動や交流後の振り返りが必要で
ある。また、生徒自身で企画し運営する交流も積極的に組み入れていくことが重

要である。 
○  教職員に関する生徒の評価である。前期と同様に、９割５分以上の高い肯定率

であり、大きな変化は見られなかった。ポイントも、３．５以上あり、今後も教職
員と子ども達の信頼関係を基盤とした教育活動の充実に努めたい。 

〇 前期と後期の学校評価において、顕著な相違は、平日における家庭学習時間であ

った。前期と比べて、２時間以上学習する割合と７０分以上２時間未満学習する

割合の生徒がそれぞれ、１割程度増えている。（ただし、３０分未満の学習時間の

生徒の割合は前期と変わりがない） 

 このことは、受験に向けて９年生の学習時間が顕著に増えたことによると考え
られる。前期、２時間以上学習している９年生は２３％であったのに対して、後期
には、５２％になっている。やはり、学習に向けた動機づけが、重要である。 

○  平日のメディア利用時間は、前期と後期において、大きな変化はなかった。ただ
し、２時間以上メディア利用していた生徒が、５％ではあるが、前期よりも割合が
低くなっている。前期のアンケートでは、２時間以上メディアを利用していた９
年生の割合は、５１％であったのに対して、後期は、３４％に低下している。やは
り、学習時間が伸びたことで、メディアの利用時間も少なくなってきたことが要

因として考えらえる。受験という目標が生徒自らのメディア抑制につながったの
ではないかと推測する。 

   保護者  
○  今年度より、選択肢に「わからない」を加えることで、保護者に学校からの啓発

及び広報が十分になされているかどうかの検証を行うこととした。前期と比較し、
若干（３～５％）「わからない」が増加した項目があり、年度末に向けて、積極的

な広報を行いたい。 
○  「わからない」と答えた項目で、２割を超えたのは、「いじめのない学校」「教師

の指導力」であった。「教師の指導力」については、質問項目を保護者が考えやす
い内容となるように検討したい。なお、「いじめのない学校」については、全国的
に調査を行っている生徒指導上の諸課題に関する調査結果（本校分）を適切に保
護者へ伝えていくことも考えなければならない。 

○  学校の対応等に関する質問に対しては、どの質問項目も、肯定的な意見が８割
程度となっている。前期と大きな違いは見られないが、「わからない」が増加した
分だけ若干（３～５％）低下している。 

○  肯定的な意見が９割を超す項目は、「教員からの情報提供」「教師の丁寧な指導」
となっており、その他の項目も、「わからない」を除くと肯定的な意見が９割を超

えている。 
○  家庭におけるスマホやテレビの視聴時間のきまりをつくっている家庭は、６割

程度となっており、前期とほぼ同様の肯定率である。家庭におけるメディア利用
時間等に関するきまりが、進んでいないことがうかがわれる。  

○ 「地域の行事に参加している」に関して肯定的な回答は、５割程度であり、前期と
変わらない状況である。土曜夜市やえびす祭等地域の行事が再開しているが、参
加しているという実感につながっていないことも考えられるため、地域行事への
積極的な参加を促すとともに、その意義を伝えていきたい。 

○  生徒のアンケート結果では、家庭学習時間は、９年生の受験勉強が大きな要因
となり、全体として学習時間が長くなってきた。しかしながら、保護者の視点から
は、若干（５％程度）改善されているが、顕著な改善とまでは至っていない状況が

うかがわれる。保護者が思う家庭学習の姿勢と生徒が思う家庭学習の姿勢に違い
があることも考えられる。 

  

５ 


